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1．「学校的社会化」研究の蓄積

　本共同研究は、これまで 「学校的社会化 」 と

い うキ
ー

ワ
ー

ドの もとにい くつ か の 研究成果を

蓄積 してきて い る 。
「学校的社会化」 とい う概 念

に つ い て は本共同研究代表者の 北澤 （2011）、

が詳述 して い るが、端的に言えば 「『子 ども』が

学校空間に特有 の 規則や規範に習熟し、『児童』

になる こ と」 で ある とい える。

　 これ まで 、本共同研究は以下の よ うな問題関

心 の もとに報告を行 っ てきて い る。 1．教室に

お い て有効な知識や振 る舞い をどの ように習得

し て い るの か。 2 ．授業場面 に特有 の く質問一

応答〉 や く挙手
一指名 〉 の 形式 。

3 ．既にで き

るこ とを 「で きて い ない 」 こ とにす る〈 白紙化

実践〉 と、学級 として 「で きた 」 こ とにする〈

学級的事実〉 の 問題。 4 ，教師
一
児童、児童間

の非対称性の 問題、などである。
こ の よ うに、

本共同研究は 「学校的社会化 」 とい う概 念の 構

成要素となる よ うな個別具体的な相互行為場面

の 分析を行 っ て き て お り、
「学校的社会化」とい

う概念は様 々 な問題関心に開かれて い る 。

　そ の よ うな中、 本報告もまた 、
い かなる相互

行為の ありよ うが 「学校的社会化」 の
一

側面 と

して記述可能で ある の か とい うこ とを報告者二

名の 共通の問題関心 とし て い る 。 まず、第
一報

告にお い ては、児童を授業に 「引きつ ける」 方

法に つ い て の 分析が行われ る 。 児童 をい かに授

業に集中させ る の か とい う問い は、授業場面 を

取 り巻く様 々 な問題関心 の 中でも根源的なも の

であり、社会学的記述が行われ るべ き重要な問

題で ある。その よ うな問い に応える形で 、例え

ば大辻 （2006）は授業場面における教師一児童

問の 会話分析を行い 、会話の タイプ を分類 した

うえで 「タイ プ M 」 と呼ばれ る特有の 会話構造

を、児童を授業に夢中に させ るもの として抽出

して い る 。 第
一
報告はそ の よ うな問題関心を共

有 しつ つ も、児童を授業に 「引きつ ける」方法

と して の板書に着 目する。そ して 、第二 報告で

は、外国人児童の 学校経験につ い て の分析がな

され る。こ れまでに も、「ニ ュ
ーカマ ー

」 と呼ば

れ る外国人児童 に つ い ての 研 究は エ ス ノグラ フ

ィ ッ クな手法を中心 と して行われて きたが、第

二報告はその ような
一
連の ニ ュ

ーカ マ ー研究で

は中心的に論 じられてこなか っ たタイ プの児童

を取 り巻 く状況 を分析 の 対象として い る。

　なお、本報告で使用 され るデー
タは、関東地

方にある二 っ の 公 立 小学校で の フ ィ
ー

ル ドワー

クを通 して 収集されたもの であ る。 観察と同時

に ビデオ撮影を しつ つ 、フ ィ
ール ドノーツ を作

成す るとい う方法で調査を実施した。本報告は

それ らの デー
タ を用 い て、個別 の 問題関心に基

づ い て 「学校的社会化」 の 探究を行 うもの で あ

る。

H ．授業場面にお い て 「児童を引きつ ける」

　　方法に関する
一
考察

一
板書を用 い た視線管理 の相互行為分析

一

1 ．問題 関心

　我 々 が他者 との 相互行為に臨む際、例えば日

常的な 「お しゃ べ り」などの 際には 、 他者が我 々

の 発 話や身体動作に着目して い るか どうか とい

うこ とは大きな関心 の
一

つ である。我 々 は、自

覚 して い るか どうかにかかわらず、他者が我 々

の行為に注意を向けて い るか どうか とい うこ と

に常に気を配 りなが ら相互行為を行 っ て い るの

で ある。その 中で も、相互行為 の 最中に我々 が

特に気を配 っ て い るの は他者の視線が どこ に向
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けられて い るの か とい う問題で ある。コ ミュ ニ

ケ
ー

シ ョ ン にお い て視線の果たす役割が大きい

とい うこ とは、我々 が 日常生活者として他者と

の 相互行為場面に直面する際に経験する こ とで

ある し、その ような日常的な経験の解剖学 とし

て社会学は我々 の 日常生活における視線 の 管理

に着目してきた 。

　そ して 、そ の よ うな着 目は 日常的な場面だけ

に留ま らず、医療場面や授業場面などにも及ん

で い る。そ うい っ た中で も、特に授業場面 に関

して は教師や児童 の 視線に着 目した研究が数多

く存在する。 そ の多くは児童を授業に 「引きっ

ける」 こ とへ の 関心か ら、心理学を中心的な分

析枠組 として様 々 に論 じられて きて い る。

　視線に着目して 、 児童を授業に 「引きっ ける」

こ との 研 究が行われ る場合、教師や特定の対象

に対 して の視線の集中をもっ て児童が授業内容

や教師／他の児童 の発話に着目し て い る とい う

分析がなされる。仮に 「視線の集中 ＝ 児童に よ

る着目」である とするならば 、 授業場面にお い

て教師は どの よ うな方法で児童による着目を引

き出すこ とを達成 して い るの か。これが本報告

の 関心 で ある。

　教師が児童に よる着 目を引き出す方法として

最初に挙げられ るの は 、 例えば 「先生 の 方を見

なさい 」 で ある とか 「〜を見 て くだ さい 」 とい

っ たよ うに、直接的に児童が着 目すべ き対象を

教師が指示する方法で あ る。こ の よ うな方法は

多くの授業場面で観察する こ とが可能で ある。

また、発話に よっ て着 目すべ き対象を指示する

の で はなく、例 えば我 々 は教室内で次の よ うな

場面 を 目にする こ とがある。 それは 、 教師に着

目すべ き時にそ うして い ない 児童に対 して 教師

が視線を向けると、それに気付い た件の 児童が

慌て て教師の方 を見る とい う場面で ある。こ の

よ うな方法は、前者の直接的な方法 と比較する

と、発話を用い て い ない とい う点で 間接的な方

法で あるとい え るか もしれない 。

　児童による着 目を引き出す方法には、こ れ ら

の 他に も直接的なもの か ら間接的な もの ま で

様 々 な方法があ り得るだろ う。その よ うな中で 、

本報告が分析対象 とするの は、発話を用い つ つ

も直接的には着 目すべ き対象を指示 しない 方法

で あり、その 際、板書の使用方法が重要なポイ

ン トとなっ て い る。本報告は、第
一

に板書を用

い て児童による着 目を引き出す方法を明らか に

し 、 第二 に 、 そ の 方法には 1年生 と6年生で差

異があ る こ とを指摘する こ とに よっ て 、 児童が

授業の受け方に習熟す るとい う意味で の学校的

社会化の
一

側面を指摘する。

2．事例 ： 「消され るか もしれない 板書」

　
一
般的に、授業場面にお い て は、「教師が発話

を行 っ て い る間は教師の方を注視 して い なけれ

ばならない 」 とい う規範が存在 して い る （と考

えられて い る）。それは、我 々 に とっ て
一

見自明

の ことの よ うに思われ るし 、 教師や 、 教師と相

互行為を行 う児童を注視して い ない 児童にサ ン

ク シ ョ ン が くだ され る とい うこ と （Macbeth

1990）も報告 されて い る 。 しか しなが ら、 本報

告にお い て収集され たデー
タにお い て はそれ と

はやや異なる現象が観察された。例えば授業の

冒頭に お い て 「前回や っ た と こ ろ 」 の確認を行

う際に、教師は教科書の 該当ペ ージ と児童を見

渡すよ うな形 の視線配分を行 うが 、 児童 の 方は

意外に も教師の方をあま り向い て い ない の で あ

る。そ して 、その ようなこ とは教師によるサン

ク シ ョ ン の 対象 となる こ ともない
。
「教師が発話

を行 っ てい る間は教師の方を注視してい なけれ

ばな らない 」 とい う規範は、学校を取 り巻 く言

説空間 の 中に 存在は し て い て も、実際に そ れが

どの よ うに行われて い るの か とい うこ ととの間

に は差異があ る よ うに思われ るの で ある。

　そ の ような中にお い ても、1 時間の授業の問

には教師に着目すべ き 、 そ して 、 おそ らくは教

師も児童を引きつ けた い と考えて い る で あろ う

ポイ ン トが存在す るように思われる の で ある 。

そ の よ うなとき、教師が とる最 もシ ン プル な方

法は 「こ こ は重要なの で し っ か りと前を見て聞

い てい て ください 」 などとい うよ うに、発話に

よっ て 児童の 着 目を引き出す方法である。こ れ

は確か に児童を引きつ ける うえで有効な方法で

あ り、報告者の 授業観察 の 中で も幾度となく観

察 され た 。 ただ、当然 の こ となが ら教師が児童

を引きっ けるため の方法はそれだけで はない 。

授業場面におい て ほ とん どの 場合に用い られ る

「板書」 もそ の 方法 の
一

つ なの である 。 本報告

で は、教師が児童を引きつ ける際の 方法 として 、

ある特有 の 板書の 使用 の 仕方に着目する。

　通常 、 板書は ノ
ー

トに書き写すべ きで ある と
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され て お り、そ の書き写 し方 は小学校入学と同

時に少 しずつ 、しか し入念に教師による指導が

行われる。 本共同研究の 関心に照 らし合わせ れ

ば、そ の よ うな中で 、子 どもは次第に板書をど

の ように扱 うの か とい うこ とに習得 して い き、

児童になっ て い くの で ある。板書はふ つ う、ま

ず 、 書き写すべ き文章などを教師が黒板に書い

て い き、教師が書い て い る途中、も しくは ある

とこ ろま で完全 に書き終わ っ て か ら、それ を児

童が書き写してい く。板書は必ず書き写す べ き

もの で あり、教師は時折児童 の ノ
ー

トを回収 し

て、板書を書き写すこ とが で きて い るか ど うか

チ ェ ッ ク した りする こ とがあ る。

　その
一

方で 、板書には書き写 さなくて も良い

もの が存在する 。 教師が一時的に黒板に書き、

す ぐに消され て しまうよ うな板書の 仕方が存在

するの で ある。 本報告で はその よ うな板書を 「消

されるか もしれない 板書」 と呼び、そ れが児童

を引きつ けるため の有効な方法 として機能 して

い る こ とを指摘す る。 そ して 、 1 年生 と 6 年生

の授業場面を比較する こ とを通 し て 、児童が授

業場面を経験し て い く中で 「消されるか もしれ

な い板書」 が使用 され る こ と に習熟し、「児童」

になっ てい くこ と、すなわち学校的社会化が行

われ て い る こ とを示す 。

　　　　　　　　　　　　（担当 ： 山田鋭生）

皿 ．外国人児童に とっ て の学校経験

1．問題関心

　入国管理法が改正 された 1990 年以降、多く

の 外国人が 日本社会に流入 してきた と同時に、

日本の 公 立学校にお い て も多 くの 外国人児童生

徒が在籍す るよ うにな っ てきてい る。 この よう

な状況の 中 、 これ まで 主に学校文化論の 視点か

らい わゆる 「ニ ュ
ー

カ マ
ー

」 と呼ばれ る外国人

児童生徒の学校経験につ い て研究の蓄積がなさ

れ て い る。

　例えば、これ らの 研究では、「
一斉共同体主義」

（恒吉 1996）とい っ た言葉に代表 され るよ う

に、日本の 学校文化 の 同化圧 力によ っ て ニ ュ
ー

カマ ーの 子どもが周辺化 されて しま う様子 （清

水　2006）が指摘されて い る。また、ニ ュ
ーカ

マ
ー

の子 どもは
一方的に同化圧力を受け受動的

に存在 して い るの で はない 主体的な行為者で あ

る とい う観点か ら、ニ ュ
ー

カマ
ー

の 子 どもが行

う日本の 学校文化に対す る 「抵抗」戦略が明ら

かにされて い る（山ノ内　1999 、児島　2006）。

　こ れ らの 研 究は、不平等な社会構造の 再生産

にたい して 教育が どの よ うに寄与 して い るか と

い うこ とに着目する学校文化論 （志水 1990）

の 視点か ら明 らかに されて い ると言えよう。ブ

ラジル 人生徒が同化圧力の 強い 日本 の 学校文化

の 中で 「抵抗」戦略を生み出す過程は、ひ とつ

の ニ ュ
ーカマ ーの学校適応の タイプ として捉 え

られる。

　こ れまで の 外国人児童生徒に関する研究では、

い わゆる 「ニ ュ
ーカマ

ー
」 を対象 としたもの が

中心 となっ て い た、 しか しなが ら、平成 24 年

度 の 日本語指導が必要な児童生徒の受け入れ状

況等に関する調査では、日本語指導が必要な外

国人児童生徒の うち英語を母語 とする外国人児

童生徒は 、2％ （27，
013 人中644 人）となっ て

い る。また、本報告の対象 となる児童の よ うに、

例えば、 母語は英語 でなくとも、出身国にお い

て 公用語 として英語 が用 い られ て い るために英

語を話すこ とが で きるとい うよ うに 、 英語 を話

すこ とが で きる外国人児童生徒も少なか らず存

在 し て い る。

　現在、日本社会におい て もグロ ーバ ル 化が進

展して い るなか 、グロ ーバ ル な言語として の 英

語能力 を求める風潮が高ま っ て い る。小学校に

お い て も 2011 年度か ら新学習指導要領 の 全面

実施に伴 っ て外国語活動が 5 ・6 年生で必修化

される中で 、外国語活動として の英語が取 り入

れられて い る，また、文部科学省が 「グ ロ
ーバ

ル 化 に対応 した英語教育改革実施計画」 を策定

するなど、英語の 重要性が強調 されて い る状況

の 中で、学校にお い て英語 を話せ る外国人児童

の 学校適応は 、
こ れ まで の 先行研究が明らか に

して きた 「ニ ュ
ー

カ マ
ー

」 の 子 どもとは異なる

形態 となっ て い るの で はない だ ろ うか 。
つ ま り、

日本語能力の 問題を中心 と した様 々 な問題 を抱

えなが ら日本 の 学校に存在す る こ とになる英語

話者外国人児童は、自らの英語能力を学校生活

の 中で能力の ある者 として の 自己呈示を行 うた

めの 資源 と し て 用 い る こ と に よ っ て 、無能力化

されて い る自分をクラス に位置づ けて い るの で

はない だろうか。し か しなが ら、英語能力に依

存した こ の よ うな自己 呈示 は 、英語を話せな い
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クラス の他の子 どもたちと積極的に関係性を築

こ うとするもの ではない 。 こ の こ とが英語話者

外国人児童 と教師や他の子 どもとの 関係性を構

築す る うえで よ り複雑な状況を引き起 こして い

るの ではない だろ うか 。

　そ こ で本報告で は、日本 の学校に お い て、英

語話者外国人児童 は 、 自らの英語能力をどの よ

うに用 い なが ら、教師や他の 子 どもたちの との

関係を築き、そ してその こ とによっ て、どの よ

うな問題を抱えて い るの か とい うこ とを明らか

にす る。

　　　　　　　　　　　　（担当 ；保坂克洋）

（なお、H および 皿 の詳細なデー
タならび に分

析は、当日配布資料を ご参照くだ さい 。 ）
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